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ヴィーナス ・タンホイザー伝説をめ ぐって*

河 村 民 部

〈ヴ ィー ナス ・タンホイザー伝 説 〉にい う ところの ヴ ィーナス(Venus)と は、

古代 ロー マ神 話 に登場 す る美 と愛 の女神、つ ま り古代 ギ リシ ャ神話 の アフロデ ィ

ティ(Aphrodite)に 相 当す る女神 であ り、 ヴィーナスが軍神マ ース をは じめ様 々

な英雄 を誘惑す る話 は、周知の よ うに、 中世の伝 説集や シェイクス ピアの劇の 中に

も登場 す る。その ヴィーナスが誘惑す る中世 ドイツの騎士 であ り、歌 人の一人が、

この伝説の 中心人物、 タ ンホイザ ー(Tannhauser)で ある。

ここに掲 載 しているの は、 この中世 ▼,

ドイツの騎 士 タ ンホイザーの もっ とも 冒

初期 の美 しい イラス トで、 中世 の歌謡

集Co46κ1瞼 πθ∬θ(1340)か ら借用 し

た もので ある。(1)タ ンホ イザ ーは、13

世紀 オース トリアのフ レデ リックII世

に仕 えた実在の キ リス ト教 ゲ ルマ ン騎

士 団の騎士 で、十字軍 の遠征 に も参加

した人物 であ り、歌 人 と して もい くつ

かの歌 を残 している。

この タンホ イザ ーが女神 ヴィーナス

に誘惑 された とい う噂が タンホイザー

の死後 に立 ち、バ ラ ッ ド(俗 謡)が 巷

召二

に流布 し、 それが嵩 じて今 日でい うくヴィーナス ・タ ンホイザ ー伝説 〉なる ものが

出来上が ってい ったわけで ある。 これ ら一連の伝 説 について は、一つ一つ を取 り上

げて詳細 に論 じるには、大冊の書物 を要す るであ ろう。 ここで は、主 として これか

ら論 じる リヒャル ト ・ワーグナー(RichardWagner,1813-83)が 歌劇 『タンホイ

ザ ー』(7伽 痂 伽3飢1845初 演)制 作 に際 して参照 した と思 われ る伝 説 を中心 に し
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て、それ らに簡略な解説を付 した ものを参考文献に挙 げてお くので、参照 された

い ○

そ もそ も古代 ギ リシャ ・ローマ において アフロディティ=ヴ ィーナスが性愛、エ

ロスの神 として活躍す るの は一 向に問題が なか ったが、 それが なぜ今 日言 うような

伝説 とな り、 これか ら取 り上 げるさまざまな詩人や小説家 に歌 われ るに至 ったのか

が、問題で ある。それ は西暦紀元 になって登場 したキ リス ト教 によって、古代 ギ リ

シャ ・ローマの神 々は異端神 として地上か ら追放 されたか らで ある。つ ま り、一神

教 を標 榜す るキ リス ト教 の神 の みが、 この世 の唯一 の支配者 で あ り、そ れ以外 の

神 々は邪神 と見倣 され るようになったこ とに起 因す る。

ところで、 キリス ト教 によって追放 され たこれ らの神 々は、今 どこで何 を してい

るのであろ うか。ハ イネ(HeinrichHeine,1797-1856)に よると、太陽神 アポロは北

極 のある島に年老 いた乳母 と尾 羽打 ち枯 ら した大鷲 と一緒 に住 んでいるそ うだ。(2)

生 まれ故郷 のキプロス 島を追 われたヴィーナスは とい うと、ハ イネをは じめ本論で

言 及す る様 々 な作 者 の テキ ス トに見 られ る よ うに、 ドイツ のチ ュ ー リ ンゲ ンの

ヴィーナス 山 という山の中に宮殿 を造 って暮 らしてお り、 ひそか に人 間の男や女 を

誘惑 しては、 この洞窟 に連れ込んでその命 を奪 っているそ うである。

それ はさてお き、 なぜ ヴ ィーナスが ひそか に人 間を誘惑す るのか とい う点が、問

題であ る。 それ はキ リス ト教の支配下 にあ って は、大 々的 に性愛=エ ロスを公 にす

るこ とがで きないか らであ る。 キ リス ト教 はアガペ、つ ま り精神主義的 な神 の愛 を

説 く宗教で あるか ら、性愛 を標榜す る女神 ヴィーナス な どは、 まさにキ リス ト教か

らす る と悪魔 というこ とになる。で はなぜ この よ うな悪魔であ る女神 に人 間は誘惑

されるので あろ うか。 ここが肝心の点であ る。つ ま り人 間は精神のみの存在で はな

く、 同時 に肉体 を付与 され た存在で もあるか らであ る。従 って、 キ リス ト教 にい う

ように、一方的 に精神 のみ の重要性 を強調 され、 肉体 を拒絶 され る と、人 間は半 ば

死 んだよ うな状態 になる。 この半 ば死 んだよ うな状態 というのが、実 は十数世紀 に

わた り西欧 を支配 して きた思想で あったわけだ。 もちろん文学や芸術 はこ うしたキ

リス ト教の精神主義的支配 に反旗 を翻 し、人 間の本来あ るべ き肉体 と精神のバ ラ ン

ス の回復 を求め たが、 キ リス ト教の精神主義 は極め て強 固な もので あ り、 これを克

服す るには長い年 月 を必要 と した。 それが十 分 に花 開 くのはつ い この前、 つ ま り
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20世 紀 になってか らであ る。

この人 間の肉体 と精神の相克 こそが、実 は〈ヴィーナス ・タンホイザ ー伝説 〉の

中心 テーマ なの である。そ してこの伝説のい わば集大成 を果 た したのが、 ドイッ楽

劇 の巨匠 リヒャル ト ・ワー グナーであ る。 ワー グナー の歌 劇 『タ ンホ イザー』 に

は、 この西 欧 中世か ら19世 紀 に至 る肉体 と精神 、つ ま りエ ロス とアガペ の葛 藤の

歴史が凝縮 され ている。筆者が なぜ それ ほ どまで にこの伝説 に執着す るのか、その

理 由が ここにある。本論の 目的 は、 ワーグナーをは じめ とす るくヴィーナス ・タ ン

ホイザ ー伝説 〉がその後 どのような展 開を見せ て今 日に至 るのか、果 た してエ ロス

は長い 間西欧 を支配 して きたアガペ に打 ち勝つ こ とがで きるのか、その足跡 を紙数

の許す 限 り辿 るこ とにある。

まず、 ワーグナーの歌劇 「タ ンホイザ ー』か ら始 める。歌劇 『タ ンホイザ ー』の

正式の題名 は、 『タ ンホイザ ーお よびワル トブルク歌合戦』(Tα 〃肋 伽367朋4鹿7

S伽g67々7磁 αげ 陥7'∂%㎎)で 、 ワーグナーが三十歳の1843年 か ら作 曲にかか り

1844年 に完成 し、のち、二、三 回改 正 されるが、1861年 にパ リで上演 された と き

に今 日の形 に なっ た。 この歌劇 の初演 は、 ドレス デ ンで は1845年10月19日 の

Hoftheaterで 、 パ リで の初 演 は1861年3月13日Op6ra座 、 ア メ リ カで の 初 演

(そ してアメ リカでの最初 のワーグナー歌劇の上演)は1876年4月4日 ニュー ヨー

クのStadtTheaterで 、そ してイギ リスで はイタ リア語での初演で、1876年5月6

日ロ ン ドンのCoventGardenで ある。(3)

ドイツの中世、騎士道華 やか な りし頃の物語で、題名 の主人公 タ ンホ イザー は、

騎士で あ り宮廷歌人 ミンネゼ ンガーで、 ワル トブルク領主ヘルマ ンの姪エ リーザベ

トと恋仲 であ ったが、 もともと古代 ギ リシ ャ ・ローマの神 々 を歌 うことの好 きで

あ ったタ ンホイザ ーは、官能の愛 を求めてチ ュー リンゲ ンの ヴィーナス の宮殿のあ

るヴェヌス ブルク(ヴ ィーナス 山)に 赴 き、妖艶 なヴィーナスの虜 にな り、一年 ほ

ど肉体 の快楽 に酔 った後、彼 は人 間である自分 と永遠の生命の持 ち主で あるヴィー

ナス との相違 を悟 り、己 の罪 を自覚 して地上 に帰 して ほ しい と申 し出 る。す る と

ヴィーナス は烈火 のご とく怒 り狂い、い ったい私の何が気 に入 らないのか、 これ ほ

どまで に愛 してや り、永遠 の命 まで くれてや る とい うの に、 と言 って人 間世界への

回帰 を拒絶す る。 しか しタ ンホイザ ーが どうあ って も地上 に帰 りたい 旨を聖母マ リ
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アにか けて誓 うと、 ヴィーナス は折 れて、で は地上 に帰 って も私の こ とは忘 れない

で宣伝 してね、 そ して人 間世界 に飽 きた ら私の元 に戻 って らっ しゃい と言 って、 タ

ンホイザ ーを地上 の人 間世界 に帰 してや る。

日本 の 『古事記』の世界で も、黄泉の 国にイザ ナ ミを訪ねて降 りてい った夫の イ

ザ ナギが、見 てはい けない とい われ てい るに もかか わ らず ウジの涌い た妻の姿 を見

て しまい、怒 り狂 った イザ ナ ミに追 っか け られ るシー ンが あ るが、 地上 の出口の
よ もつひらさか

黄泉平坂 まで来 る と、夫の イザ ナギが上か らポ ンと蓋 を して、 イザ ナ ミに 「お前 は

黄泉 に留 ま り、地下 の世界 を支配せ よ」 とい う と、「はい」 とい ってわ りと素直 に

これに従 う。 このあた りに 日本女性 の素直 さの美徳 の原型 を見 る気がす る。 ともあ

れ、 ヴィーナス は、 イザ ナ ミ同様 に、 よ く男心 を心得 ていた もの と思 われ る。

さて、地上 に帰還 したタ ンホイザ ーは、恋人エ リーザベ トや友人 ヴ ォルフラムの

待 つヘ ルマ ン方伯 の城 で の歌 合戦 に参 加す る。課題 として与 え られ たのが 「愛」

(Love)を 巡 る歌 であ り、 ヴ ォルフラム をは じめ と して他 の騎士 たちは、愛の源 は

神 にある として、 アガペ を讃美す るが、 タ ンホイザ ーはこれ に反 し、 ヴィーナス と

の官能 の愛 こそが本当 の愛 だ と謳い、す んでの ところで殺 され る ところをエ リーザ

ベ トに救 われて、改心 し、他の巡礼者 に交 じってローマ教皇の赦 しを得 るための旅

に出る。 だが、異教神 ヴィーナス とのこ とを告 白す る と、教皇 は罪の赦 しを拒絶 し

て、 こ う言 う

`H
astdusobUseLustgeteiltら

dichanderH611eGlutentflammt,

hastduimVenusberggeweilt:

sobistnunewigduverammt1

WiedieserStabinmeinerHand

niemehrsichschmucktmitfrischenGrUn,

kannausderH611eheissemBrand

Erl6sungnimmerdirerblUhn1'(4)

(「な ん じ が 、 よ こ し ま な 情 熱 に わ か ち あ ず か り 、

地 獄 の 情 火 に 身 を 焦 が し 、
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ヴェーヌスの山に滞留 したの であれ ば、

いまや永劫 の罰 を与 え られ よう。

この手が握 る杖が けっ して緑 の新 しい芽ぶ きで飾 られぬ よ うに、

地獄 の情火 の きず なか らの救 いが なん じに花 と咲 くこ とはあ るまい1」)(5)

絶望 したタ ンホイザ ーは再 びヴィーナス の元 に帰 ろ うとす るが、恋人 のエ リーザ

ベ トは帰還す る巡礼者 の中にタ ンホイザ ーの姿 を見か けないので心配 にな り、聖母

マ リアに祈 りを捧 げ、 自分 の命 と引 き換 えにタンホイザ ーを救済 して くれ るよう嘆

願 し、 身罷 って しま う。そ の葬儀 にタンホイザ ーが 出 くわ し、友人の ヴォルフラム

か らエ リーザベ トの死 を知 らされ、悔俊 してヴィーナス の もとに帰 るの をや める。

そ こにローマ教皇か らの使 いが来 て、枯れ た杖 に芽が 出て葉が生 えたか ら、 タ ンホ

イザー は神 に救 われた 旨伝 えられる。そ れ とと もに タンホイザー は亡 くなったエ

リーザベ トの後 を追 うよ うに して、天 国に身罷 ってい く。

以 上が ワー グ ナー の歌 劇 『タ ンホ イザ ー』 の粗 筋 であ る。最 初 の方 は異教 神

ヴィーナス に よる愛の官能 と享楽の世界が妖 しい まで に描かれ てい るが、後半で は

これが逆転 して、 キ リス ト教 による異教 に対す る勝利で終 わる。か くて異教 と官能

の愛の世界 は破 れ去 るこ とになった。

ただ し、 ワー グナ ーが キ リス ト教 の組織 その ものを肯 定 してい る とい うよ りも、

キ リス ト教 の神 その もの と聖母マ リアによる救い をこそ強調 してい る とい わねばな

らない。劇 中の ローマ教皇 のご ときは、 まさにその組織 を代表す る人 間 として、救

済者の長 たるには相応 しか らぬ 人物 として、批判 されね ばな らないか らであ る。い

ず れに しろ、 キ リス ト教の異教 に対す る勝利 とい う構図 は、明 らかであ る。つ ま り

西欧の伝統 に従 った、 肉体エ ロス に対す る精神ス ピリッ トの勝利で ある。伝統的二

元論 的世 界観 ・人 間観 にお ける精神主 義重視 は、 ワーグナ ーの活躍 した19世 紀 に

は依然 と して その力 を発揮 していた。否 、 ピュー リタニズ ムの支配 した19世 紀で

あ るか らこそ、 よ り一層エ ロスが否定 され、 アガペが讃美 され るこ とになったわけ

で ある。

さて、 〈ヴィーナス ・タ ンホイザ ー伝説 〉を決定づ けたワーグナーの歌劇 「タ ン
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ホイザ ー』 の初演(1845)か らお よそ15年 の ちに、その 内容 をさ らに綿密 に辿 り、

ピュー リタ ン的 な精神 愛 を さらに大 々的 に敷街 した詩が、今 度 はイギ リスで書か

れ、絶賛 を浴 びるこ とになる。 それ はネヴィル ・テ ンプル(NevilleTemple)と エ

ドワー ド ・トレヴ ァー(EdwardTrevor)の 共作 に よる長編詩 「タンホイザ ーある

い は詩人の歌合戦』(71απノz乃δz636707"26.8α#16ρ/'〃26.8α7♂3,1861)で ある。(6)

ネヴィル ・テ ンプル とエ ドワー ド ・トレヴ ァーはペ ンネームで、それぞれ の実名

は、JulianHenryCharlesFane(1827-70)とEdwardRobertBulwer-Lytton

(1831-91)と いい、FaneとLyttonは 若 い外 交官で、文人 であ り、二 人 と もドイッ

で教育 を受 けたこ とがあ るこ と、Faneは ハイネの詩 の翻訳 者で あ り、作 曲 にも興

味 を持 ってお り、二人 とも個人的 にワーグナー と知 り合 いであ った とい う事実 もわ

か っている。(7)特 に、RobertLyttonに よる∫〃1伽1%〃6'.41晩 〃zo〃(London:

JohnMurray,1872)に は、Faneが ワーグナーを熱愛 してお り、歌劇 「タ ンホイ

ザ ー』 に対す る満足の気持 ちか ら、合作の詩 を書 くこ とになった とい うこ とが記 さ

れ てい る。 また、RobertLyttonと いえば、 日本で も明治時代 に織 田純一郎や坪内

迫遙 な どによ りその小説の翻訳で知 られ たEdwardBulwer-Lytton(1803-73)を 父

に持つ、そ の息子であ るこ とも言い添 えてお く。

さて、 ワーグナ ーの歌劇が 、 ヴィーナス の宮 殿 におけ る愛 の戯 れ と、 タ ンホ イ

ザ ーによるこの愛 の園か らの地上へ の回帰の嘆願で幕 を開けるの に対 して、 テンプ

ル と トレヴ ァーの詩で は、語 り手が この ように語 りだす。 キ リス ト教の到来でその

居場所 と神殿 を追 われ た古代の異教 の神 々の 中で、生地 キプロス を脱 出 し、 ドイッ

の フーゼ ル山の 「神秘的 な子宮」(mysticwomb)(8)に 身 を隠 したのが、「もっ とも

不貞 な女神」(leastcontinentofSpirits)ヴ ィーナスで あったが、 ヴィーナス に誘

惑 され た者 も、悔い改 め と苦行 によ り、身 も心 も清 めれ ば、つい にはキ リス トの神

による救いが ない とい うわけで はない。 もしこれ を疑 うものが あれ ば次 の話 に耳 を

傾 けて教訓 を得 るが よい。 この よ うに言 って、語 りだす のが ヴィーナス に誘惑 され

たタ ンホイザ ーの物語歌で ある。

その歌の 冒頭 で、 タ ンホイザ ーが ヴィーナス に誘惑 され姿 を消す場面 は、次の よ

うな展 開を見せ る。「時の大鎌が歳月 を刈 り取 ってい く」(Timeputhissicklein

amongthedays)と 、やが て収穫 の時が近づ く。 そんなある夕べ、 タ ンホイザー
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は 「彼 の善 き部分 の天使」(Hisbetterangel)で あ るエ リザベス(ワ ーグナーのエ

リーザベ トと同一人物)を 伴 って宮殿の南 の大庭の テラスを歩 きなが ら、彼女の待

ち焦が れている求愛の言葉 を もう少 しの ところで 口に しそうになる。それ ほ どまで

にそばにい る純粋無垢 なエ リザベス の感化 は強い。 だが そうなる と必ず どこか らと

もな く忍 び寄 るヴィーナス の魔力のせいで、愛 の言葉が 口か ら出な くな り、エ リザ

ベス は彼女 の佗 び住 まいの塔の部屋 に、 タ ンホイザ ーは迫 り来 る夕闇の 中へ と別れ

去 る。

その夜 ち らつ く影が タ ンホイザ ーの心 に忍 び込み、異教世界 を謳 った歌が彼の頭

を駆 け巡 り、大地 は異教 の女神 たちの怪 しい生命 に浸 されてい く。 か くて、「深い

神秘の森が神秘 の音楽 を奏で、彼 を宿命へ とお び き寄せ」(thedeepmysterious

woods/Withmysticmusicdrewhimtohisdoom,20)、 かれ はヴィーナス の丘 を

暗 く取 り囲む毒 に満 ちたフーゼ ルの暗い森 に誘 いこまれ てい く。そ こは気 だるい倦

怠感が支配す るヴィーナス のかつ ての異教 の寺 院の廃塘 であ り、殿れ た石の柱や ブ

ロ ックが散乱 し、雑草 に覆 われ てい る。 このあ た りの描写 は ドイツロマ ン派 の小説

家 アイヒェ ン ドルフ(JosephvonEichendorf£1788-1857)の 物語 「大理石像』

(Dα31吻7〃zo7∂ ∫14,1819)の 廃塘 の場 面 を継承 してお り、19世 紀末 には、の ちに触

れ る、 ビアズレー(AubreyVincentBeardsley,1872-98)が 、おそ らくこの光景 を参

照 して、『ヴィーナス とタンホイザーの物語』(丁加S孟oη げ 施〃πsα〃4Tα 〃〃勿〃s醐

1895-1907未 完)を 書 いた可能性が ある。

その 中の殿れ たヴィーナスの石像 に湖面 を照 らす月が光 を投 げか ける と、 タンホ

イザ ーの夢 の女神 ヴ ィーナスがつい に姿 を現 わす。 その姿 を見 る とタ ンホイザ ーは

恋人 エ リザベス の ことを忘れ、神へ の信 仰 を忘 れ去 る。「ヴィー ナス よ、わが魂 に

降 臨 したまえ」(`Descend,DameVenus,onmysouldescend1'22)と い う呼 びか

けで、 ヴィーナスの殿 れていた石像が偽 りの生命 に蘇 り、月が湖面 に降 り注 ぐよう

に、 ヴィーナスが タ ンホイザ ーの五感 を底 まで浸す と、彼の意識 は次第 に遠 のいて

い く。

Hellthehorridprayer

Accordedwithacurse.Scarcethosewildwords
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Wereutter'd,whenlikemistthemarblemoved,

Flushtwithfalselife.Deepinasleepycloud

Heseem'dtosinkbeneaththesumptuousface

Lean'do'erhim,allthewhiteness,allthewarmth,

Andalltheluxuryoflanguidlimbs,

Wherevioletvein-streaks,lostinlimpidlengths

Ofsnowysurface,wanderfaintandfine;

Whilstcymbal'dmusic,stolhfromunderneath,

Creepsthroughathrobbinglightthatgrowsandgrows

Fromglaretogreaterglare,untilitgluts

Andgulfshimin.(22-23)

(こ の 恐 ろ しい願 い に

地 獄 が 呪 いで 応 じた。 こ の激 しい 言 葉 が

発 せ られ るや 否 や 、 霧 の よ うに大 理 石 像 が 偽 りの

生 命 に勢 いづ い て動 い た。 眠 りの 雲 の 中深 く

彼 は堕 ち て い くよ うな気 が し、 ヴ ィ ー ナス の 壮 麗 な顔 が

彼 の 上 を覆 っ た す べ てが 真 っ 白で 、 す べ てが 温 か く、

け だ るい 四肢 に包 ま れ た よ うで、

紫 の 血 の 流 れ が 、 雪 の よ う な表 面 の

透 明 な末 端 へ と没 し、 ご くか す か に漂 っ てい る。

他 方 地 の 下 か ら抜 け 出 した鳴 り響 く楽 の 音 が 、

打 ち震 え る光 の 中 を忍 び寄 る と、 そ の 光 は煙 め きを

一 段 と増 して
、 つ い に は彼 を満 た し

包 み 込 ん で しま っ た。)(拙 訳)

この よ うに してタ ンホイザ ーはエ リザベス を残 してヴィーナス に連れ去 られ、や

が て忘 れ去 られ て、一年が経過 したころ、ヘ ルマ ン方伯 とタ ンホイザ ーのかつ ての

親友 ヴ ォルフラムたちが狩 りにや って きて、 ヴ ァル トブルクの森で偶然 に もタ ンホ

イザ ーを発見 し、ヘ ルマ ン方伯 は彼 の帰還 を祝 って、姪 のエ リザベスの ため に、大
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歌合戦 を催 す ことになる。 そ して、歌題 は 「愛」(Love)と い うことに な り、親友

の ヴ ォルフラムをは じめ歌人 たちはすべて、愛 の源 を神 の泉 と讃 えるの に対 し、次

第 に激 して きたタ ンホイザ ーは、彼 らが真 の愛 を知 らない といい、つい には愛欲の

神 ヴィーナス を讃美す る。す る とたちまち剣が抜か れ、 タンホイザ ーは殺 されか け

る ところを、勇敢 なエ リザベス に救 われて、悔俊 し、やが て巡礼者の群れ に身を投

じて、 ローマ教皇 に許 しを請 うべ く、旅立 って い く。 こう した経緯 はワーグナーの

プロ ッ トをその まま踏襲 してい る。

やが て二年の歳月(ワ ーグナーの歌劇で は、 タ ンホイザ ーの巡礼者の旅 はわずか

半年)が 経 ち、罪 を清 めた巡礼者 たちが ローマか ら帰 国す る春 になって も、 タンホ

イザ ーは姿 を見せ ない。待 ち焦がれ るエ リザベスが聖母マ リアの祠の前で祈 りを捧

げてい る と、巡礼 の一人か ら、 タ ンホイザ ーは蹟罪 による赦 しを受 けないで いるこ

とを知 らされ る(こ れは ワー グナーにはない)。 これ まで努 力 して細 々 と繋 いで き

た希望 はい まや粉 々に砕 け落 ち、夕 日が落ちて もエ リザ ベス は絶望 に打 ち倒 され、

道端の冷 たい土 の上 に倒れ、横 たわって しま う。

城の庭 に集 まった帰 国巡礼者 の中にタ ンホイザ ーを探す親友 ヴ ォルフラムは、巡

礼者の一人か ら、 タ ンホイザ ーは罪が赦 され ない といわれて、怒れ る教皇の前か ら

姿 を晦 ま し、行方知れず となった、 と告 げ られ る。他方、城 門まで運 ばれて きたエ

リザベ スはヴ ォルフラムを見 て別れ の微笑 を漏 らす と、城の 中へ大理石 の階段 を運

ばれて行 くが(こ の辺 りもワーグナーで は、エ リザベスが聖母の祠で祈 りを捧 げて

い るの をいつ もヴ ォル フラム は見守 ってい る)、 涙 に曇 る ヴォル フラムの 目に見 え

きざはし

るのは、天 の 階 を登 り行 くエ リザベスの魂で あった。

エ リザベスの死 をこのように予見す るヴォルフラムは、夜の帳の 中、狂気 になっ

さ ま よ

て城か ら立 ち去 り、 タ ンホイザ ーを探 して 山野 を彷径 うが、 この ようなヴ ォルフラ

ムの姿 は、 ワー グナーの歌劇 にはない。やが て四 日目の夕暮 れ に神 の御使 いが来

て、 エ リザベ スの疲 れ果 てた魂 を天上 に運 び去 る。(こ の ような具体 的 な 日付 も、

ワーグナーにはない。)

やが て身体 も着物 もズ タズ タになった巡礼者が石 ころや切 り株 の 問に横 たわって

い るの にヴ ォルフラムは出 くわすが、その変 わ り果 てた姿 に誰 なのか わか らないで

い る と、 タ ンホイザ ー自 らが名乗 りを上 げ、 ローマ教皇か ら救い を拒絶 され た経緯
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を語 るのはワーグナー と同 じで ある。

こ うして絶望 に打 ちひ しがれ たタ ンホイザ ーに今一度 ヴィーナスの誘惑が忍 び寄

るが、 ヴ ォルフラムはエ リザベスが死 んだこ とを伝 え、過去 を悔い て誘惑者 の悪魔

(ヴ ィーナス)を 拒絶 す ることを誓 え、そ うすれ ばお前 に も救いが あろ うか らと諭

す。 この友人の言葉 を受 け入れ てタ ンホイザ ーは、つい にキ リス ト教 に帰依す る言

葉 を眩 く。

あ とはワーグナーの歌劇 同様 に、瀕死の タ ンホイザ ーはヴ ォルフラムの胸 に抱か

れ てエ リザベ スの棺の行列 を見 る と、駆 け寄 り棺の上 に倒れ伏す。折 しもローマか

らの使者が、枯 れた杖 に葉が茂 ったのを持 ち来 たって、救済の奇跡 を伝 える。死 ん

でや っ と一つの墓 に眠る ことになった タンホ イザ ー とエ リザベス。(ワ ーグナー に

はこ うした表現 はない。)

ヴ ォルフラムは出家 して荒野 に巨岩 の洞 を掘 り、 そこに住 まうが、あ る風 の強い

夜、天使が迎 えに来て、翌 日ヴォルフラムは亡 くなっていた。彼の隠遁の場 は今 も

あ る、 と語 り手はい う。 ナナ カマ ド(Amountainashll7)が その赤い実 を三つの

灰色の岩(お そ らくタンホイザ ー、 ヴォル フラム、そ してエ リザベスの象徴であ ろ

う)の 上 に一つ また一つ と落 とす、 その所がそ うだ と。 この ようなタ ンホイザ ー亡

き後の ヴ ォルフラムの行状へ の言及 は、 ワーグナーにはない し、 またワーグナーが

参照 した ドイッロマ ン派の小 説家テ ィーク(LudwigTieck,1773-1853)の タンホイ

ザ ー物語 『忠 臣エ ッカル トとタンネ ンホイザ ー』(D6796龍 耀Eo肋 α7'襯4礁7

丁碗麗納 伽36ノ)で は、友人は、妻 を殺 して ヴィーナスの元 に立 ち戻 った タンネ ンホ

イザーの行方 を追 って、 自 らも行方不 明 となってい る。

以上 、 この長編詩 は概 ね ワー グナーの歌 劇 『タ ンホイザー』 を踏襲 しなが ら も、

細部 で は詩 に相応 しい イメジ ャ リー に充 ち、 よ り繊細 で詳細 な描写 が なされてい

る。 日刊紙 『タイムズ』(丁 加 丁珈6s,Aug2)の 書評者 は、 ドイツの タ ンホイザー

伝説 に基づ くもの としてこの英詩 を絶賛 してい るが、不思議 なこ とにワーグナーの

歌劇 にはまった く触れ てはい ない。1861年 の書評で あるか ら、それ まで ワーグナー

の この歌劇 はほ とん どすべて ドイツ歌劇場 で上演 されていたの で、 「タイムズ』の

書 評者 が これ を知 らなか った とも考 え られ る。種 々の ワー グナ ー年譜 に よる と、

ワーグナーは歌劇 「タ ンホイザ ー』 に長年 にわたって改作、修正 を施 してお り、最
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終的 にこの オペ ラを完成 させ、念願 のパ リ ・オペ ラ座で の上演 を行 なったの は、既

に述べ たよ うに、 この長編詩の 出版 と同年 の1861年 であ った。

いず れ に しろ、 『タイムズ』 紙の書評者 は、感情面 では道徳的で、言 い回 しにお

い ては情熱 的で、 テーマ におい てはロマ ンティ ックで、 その詩 を読 む若者や情熱家

を困惑 させ た り、堕落 させ るので はな く、逆 に彼等 を必ず高 め清 めるべ く作 用す

る、そ う した詩人が ミル トン(JohnMilton,1608-74)を 継承す る同時代 の桂冠詩人

テニス ン(AlfredTennyson,1809-92)だ といい、そのテニス ンをまた継承す るのが

この 『タンホイザ ー』の詩の作 者二 人である として、彼等 を絶賛 してい る。

ミル トン、 テニス ンそ して彼等 を継承す る詩人 としてのテ ンプル と トレヴ ァーの

位置づ け 筆者が ここに 「タイムズ』紙 の当時の書評 を引 き合い に出すの は、そ

の よ うな系譜の もとにある詩 こそが優れ た もの と判断す るのが 当日寺の風潮で あった

こ とを確認す るためで ある。つ ま り、 ピュー リタ ン的道徳 に裏打 ちされ た精神主義

的 な面 を強調す る文芸 の風潮で ある。

ちなみ に、 わが国 で も漱 石が 初期 の ころの英 国モ ノの物 語、例 え ば 「莚 露行 」

(1905)を 、 中世 ヨー ロ ッパ を席巻 した もう一つ別の伝説 くアーサ ー王伝 説 〉を遠

源 として制作 し、読書界 に波紋 を投 げか けたこ とは、周知の とお りであ る。特 に漱

石 が参照 したの は、 この中世伝 説 を長編 詩 に謳 い直 したテ ニス ンの 『国王 牧歌 』

(丁加Zめ ・〃∫ ρ々 加 κ勿g～1859)で あるが、 ここで もそ の長編詩の第四編 に謳 われ

るアーサー王妃 ギ イネ ヴィアー(Guinevere)の 扱 いには、上述 の ような当時の イ

ギ リス文壇 を支配 してい た文芸風潮が、如実 に具現 され てい る。周知の よ うに、王

妃 ギイネヴィアーは円卓の騎士 ラ ンス ロ ッ トと不倫 の関係 にあ るが、最後 は身の危

険 を感 じて尼寺 に身を潜め、そ こで罪 を悔いて残 りの生涯 を人助 け と神への祈 りに

捧 げ、 つい には尼僧長 となって身罷 る に至 る。 だが、元 の13世 紀 フラ ンスの ロマ

ンス 『アーサ ー王 の死』(五猷Moπ16Roム4吻)で は、 ギイネヴィアーはロ ン ドン

塔 に逃 れて、そ こで王 ない しは愛人 ランス ロ ッ トの助 けを待 ってい る うちに死 んで

しま うとい う筋 書 きに な ってい るが、 これ をテ ニス ンが 大幅 に変 更 して しまっ

た。 テニス ンの長編詩 と 「莚露行」 の比較文学的関係 について は、 これ まで に江藤

淳お よび松村 昌家氏が綿密 な研究 を披露 してお られ るので、 ここで はそ の話 は省略

す る。(9)
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だが、 テ ンプル ・トレヴ ァーによる長編詩 につい ては、漱石の小説 『行人』 との

関係で比較文学 の観点か らぜ ひ述べ てお きたい事実があ る。小説 『行人』で は、兄

一郎 が弟 の二 郎 に対 して とんで もない依頼 をす るが、そ の時 に一郎 が言及す るの

が、 漱石 の小 説 の師匠 と もい うべ き19世 紀 イギ リス小 説 の大 家 ジ ョー ジ ・メ レ

ディス(GeorgeMeredith,1828-1909)の 書簡である。なぜ小説 「行人』で漱石が この

メ レディス の書簡 に言及す るか とい うと、実 はこ うい うわけが あるか らだ。

漱石 は 『行 人』 の中で、兄一郎が 自分の細君 のお直の ことが よくわか らないので、

弟 の二郎 に とてつ もな く奇妙 な依頼 を押 しつ ける。 それ は一郎 とお直、二郎 と母親

の4人 が東京か らや って きて和 歌 山に投宿 してい るある 日の こ とで、兄の依頼 とい

うのは、弟の二郎 にお直 を連れて和歌 山市内 に行 って二人で一晩泊 まって きてほ し

い とい うのである。別 に何か をせ よ とい うわけで はない、ただ帰 った らどうであ っ

たか を報告 して もらい たい、それ だけだ とい う。 自分の細君 を弟 と一緒 に一晩泊め

る とい う 「とてつ もない物好 き」(10)な依頼 をすんな りと二郎が 聞 き入 れるわけが な

い。そ こで一郎が持 ち出すのが、 メ レデ ィスの手紙 である。一郎 はこう言 う

「その人の書簡 の一 つの うちに彼 は こん なこ とを言 ってい る。一 一 自分 は女の

容貌 に満足す る人 を見 る と羨 ま しい。女の 肉に満足す る人 を見て も羨 ま しい。 自

分 は どうあって も女 の霊 とい うか魂 とい うか、い わゆるスピリ ッ トを撰 まなけれ

ば満足が 出来 ない。 それ だか らどうして も自分 には恋愛事件が起 こ らない」

「メ レジズ って男 は生涯独身で暮 らしたんですかね」

「そんな ことは知 らない。 またそ んな事 は ど うで も構 わ ない じゃないか。 しか

し二郎、おれが霊 もいわゆるス ピリッ トも撰 まない女 と結婚 してい る事 だけは確

か だ」(11)

一郎が二郎 に兄嫁お直の探偵 とい う とてつ もない依頼 をす るの には、実 はお直が

自分 にで はな く、弟 の二郎 に惚れ ているので はないか とい う疑惑が あるか らだが、

そ れが くヴィーナス ・タ ンホイザ ー伝説 〉 と何 の関係が あるのか と思 われ よう。 さ

よ う、漱石 自身 も 『行 人』 のテキ ス トの 中では、 この伝 説 には何 も触 れ てはい な

い。 と ころが、 メ レデ ィス が この書 簡 を送 った相 手 は、結 婚 を控 えたマ クシー
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(Maxse)と い う若 い友人 であるが、書簡 の冒頭 には、 その若 い友人が メ レデ ィス

に送 って きた 「タ ンホイザ ー』 とい う詩 を評価 して、 メ レディスはこの よ うなこ と

を言 ってい る。<マ クシー、君 はこの詩 を高 く評価 しているようだが、 この詩 は最

初 の二、三行読 んだだけで唇の上 に砂糖がべ った りす る感 じがす る た しか に濃

厚 だが、下卑 た濃厚 さであ り、 この詩の作者 はヴィーナス を読者 になるほ どと思 わ

せ る よ うに持 ち来 た ってい ない。 ただ しエ リザベ ス に比べ れ ば、主 人公が太 母神

ヴ ィー ナス を選ぶ の は正 しい 〉 と。 つ ま りここで メ レデ ィスが言及 して いる詩 と

は、 じつ はテ ンプル と トレヴ ァーによる先 ほ ど述べ た長編詩 『タ ンホイザ ーあるい

は詩人 の歌合戦』 なのであ る。

この 「タ ンホイザ ー』 をめ ぐる書簡 の 冒頭 一節 に続 い て、深 く恋 に落 ちてい る

「友」 マ クシーの 「正 直で、謙遜 的で、男 ら しい愛」 を讃 えなが らも、書簡 第三節

に行 くと、問題 の漱石が言及 した とお ぼ しき文句が登場す る。つ ま り、 メ レディス

は、マ クシーの恋人が 「とて も素敵 な人」であ るこ とは信ず る と言い なが らも、一

方で は、

Sheis,Iamsure,averysweetperson:buthowstrongsheis,orcanbemade,

myinstinctdoesnotfathom.IamsomiserablyconstitutednowthatIcan't

loveawomanifIdonotfeelhersoul....(12)

(「彼 女 が どれ ほ ど志 操 堅 固 で あ る の か 、 また は そ の よ う に創 られ て い る の か は、

ぼ くの本 能 に照 ら して も分 か らな い。 ぼ くはい ま悲 惨 な精 神 状 態 にあ るの で 、 も

しぼ くが 女 性 の魂 を感 じ取 る こ とが 出来 ない ので あれ ば、 そ の 女 性 を愛 す る こ と

は 出来 な いの です 」(拙 訳)

とい う。つ ま り、長編 詩 『タ ンホ イザ ー』 が マ クシー を魅 了 した理 由 には、マ ク

シーがそ の とき夢 中 になってい る女性 との関 わ りがあ るか らだろ うと言 い、 メ レ

ディス は、恋人 の肉体 を しっか りと我が ものに しているか もしれ ないが、精神 ない

しは魂 の方 もしっか り撰 む必要が ある と言 う。 この ときメ レデ ィス は 「悲惨 な精神

状態 にある」 といってい るが、 それ はメ レ・ディスの細君が一人息子 を残 して、友人

の画家 とともに駆 け落 ちを した直後 だか らであ る。つ ま り、 メ レデ ィス 自身が妻の
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精神 ない しは魂 を撰み損ね たこ とが あるので、今若い結婚 を控 えた友 に、 肉体のみ

で はな く、精神 もしっか り撰 んでお く必要があ る と忠告す るわけで ある。

この よ うに、妻 のス ピ リッ トを撰み損ね たメ レディス と同様の こ とが、漱石の一

郎 に も生 じてお り、一郎 も自分の細君 のス ピリ ッ トを撰 み損 ね ているわけだか ら、

漱 石 はす か さず 師匠 の メ レ・デ ィスの書 簡 の一 節 を一郎 に引用 させ る こ とにな っ

た。 こ こまで くれ ば、 なぜ この 肉体 と精神 の問 題が、 〈 ヴ ィーナ ス ・タ ンホ イ

ザ ー伝説 〉 と関 わ りが あるかの推測がつ くであ ろ う。 さよう、 タ ンホイザ ーは、エ

ロスの女神 であるヴィーナス と、聖母マ リアの精神愛、つ ま りアガペ を具現 した乙

女エ リザベス との問で引 き裂か れる騎士で あ り、歌人で あるが、漱石の一郎 も、 肉

体 の面で は妖艶 とも思 える妻お直 に惹かれ なが らも、お直のス ピ リッ ト(魂)を 撰

むこ とがで きないで悩み苦 しむ知性派 だか らで ある。

さて漱石 を取 り上 げた ので、続い て漱石 を深 く魅 了 した と思 える もう一 つ別の

くヴ ィーナス ・タ ンホイザ ー伝説 〉を扱 ったイギ リスの詩 をやや詳 しく検討す るこ

とに しよ う。先 ほ どテ ンプル と トレヴ ァーの長編詩 「タ ンホイザ ー』が ピューリタ

ン的道徳 に裏打 ち された精神主義 的な面 を強調す る19世 紀 の文芸思潮 を具現 した

詩であ る と言 ったが、 こ うした文芸思潮の支配 を打破せ ん とす る詩が、 これ に続い

てす ぐ書 かれ るこ とに なる。 それが アルジ ャーノ ン ・スウ ィンバ ー ン(Algernon

Swinburne,1837-1909)に よる 「ヴ ィーナス讃歌』("LausVeneris,"1865)で ある。

ス ウィ ンバ ー ンは、 フラ ンス の詩人 ボー ドレール(CharlesBaudelaire,1821-67)

の 「悪 の華』(L6∫.F16〃7∫ 伽 〃zα1)を5加 磁'07紙(1862)に 書評 し、翌年1863

年、 つ ま りワー グナー の歌 劇 「タ ンホ イザー』 パ リ初演(1861年)の 二年後 に、

ボー ドレールか ら"RichardWagneretTannhauseraParis"と い う彼 の書い たパ

ンフ レ ッ トの コピーを送 られ た。(13)この よ うに して、 ボー ドレール を介 して ワー

グナーの歌劇 『タ ンホ イザ ー』 を知 った といわれ てい るが、 じつ は彼 は友 人の ラ

フ ァエル前 派 を通 じて早 くか ら ワー グナー に興 味 を掻 き立 て られ て お り、 この

「ヴ ィーナス讃歌』 を書 く数年前 か らこの悪魔的 な詩 を構想 して いた こと も、判明

して い る。(14)それ に与 って力 が あ った ものの 一つ が、 これ まで述 べ て きた トレ

ヴ ァー とテ ンプル の長編 詩 『タ ンホイザ ー あるい は詩 人の歌 合 戦』(1861)で あ
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る。つ ま り、 スウィ ンバ ー ンはワーグナーの影響 もさるこ となが ら、 トレヴ ァー と

テ ン プル の長 編 詩 とそれ に対 す る 『タ イムズ 』紙 な どの 絶賛 に対 抗 す るべ く、

「ヴ ィーナス讃歌』 を書い た とい ってよい。

ま た、 ドイ ッ ロ マ ン 派 の 詩 人 ハ イ ン リ ッ ヒ ・ハ イ ネ の 「精 霊 物 語 』

(E16〃z6〃如㎎6∫漉7,1837)に おけるハ イネの解釈す る〈ヴ ィーナス ・タンホ イザー伝

説 〉は、大 変魅 力的 であ り、 ヴィー ナスのエ ロス を積極 的 に肯定 してい る点で は、

スウィ ンバ ー ンのこの詩 の先躍 をなす もの とし注 目すべ きであろ う。 これ について

は、 また稿 を改 めたい。その他、後 ほど触れ るが、友人の画家バー ン=ジ ョーンズ

(BurneJones,1833-98)の 手 になる"LausVeneris"の 連作絵 も影響 のソース とい ってよ

い ○

さて、ス ウィ ンバ ー ンの最初 の詩集Po6〃z3α 〃4.Bα11α43(1866)に 収 め られてい

る長編詩"LausVeneris"(「 ヴィーナス讃歌』)は 、 プロセ ルピーナ とヴィーナス

を讃美 した 『プロセルピーナ讃歌』("HymntoProserpine")と ともに、 キ リス ト

教 を侮辱 した詩 として、発表当時酷評 され た、い わ く付 きの詩であ る。

『ヴィーナス讃歌1の 冒頭 には 『偉大 なる愛の奇跡の書』(五勿解 鹿∫8η加腐 〃z脚6∫Z込

♂α〃zo瑚6s67ψ'朋1α'勿6'θ 〃〃α〃ρoッsρα7漁 競76.4π'o勿60㎎ ゜6',1530)と 題 さ

れ た16世 紀初 頭 の フラ ンス語 の文献 か ら引用 され た タ ンホイザ ー に関す る記 録

が、エ ピグラフ として取 られているが、実 はこれは実在 の文献で も何で もな く、ス

ウィ ンバ ー ンが勝手 にソース として創作 した ものにす ぎない こ とが現在で は判明 し

ている。そ の内容 の要約 を掲 げる。

(要約)ロ ーマ教皇 によ り救 いか ら見放 され た 「私」 タ ンホイザ ーは、失意の う

ちに再 びヴィーナス の元 に戻 る。 そのあ と教皇の杖 に花芽が 出て、緑 の葉が茂 る

のを眼 に した教皇 は、神 の救 いが与 え られ たこ とを告 げてタンホイザ ーを連れ戻

す よう使者 を送 るが、彼 を見 出す こ とは出来 ない。 タ ンホイザ ーは愛 の山腹で女

神 ヴ ィーナス のそばを片時 も離れ ないで いたか らであ る。(15)

ワーグナーの歌劇 『タ ンホイザ ー』や トレヴ ァー とテ ンプルの詩 な ど、ス ウィ ン

バ ー ンのこの詩以前の ヴ ァージ ョンでは、恋人エ リーザベ ト(エ リザベ ス)の 神へ
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の 嘆願 と彼 女 の死 に よ り、 タ ンホ イザ ーの罪 の 浄化 が実 現 し、続 い て タ ンホ イ

ザ ーの悔い改め と昇天 とい う結末 に到 るこ とはすで に検証 した とお りで あるが、 こ

の偽 りの中世 フランス文献 ソースで は、その ようなキ リス ト教 による異教神への勝

利 は描かれ てはいない。

ス ウィ ンバ ー ンの 『ヴィーナス讃歌』で は、 タ ンホイザ ーに罪の 自覚 をさせ てい

る点 は、確 か にワー グナー的で ある。だが、 ワー グナー と違 って、画期 的 な こ と

に、 キ リス ト教 による最終的 な罪の浄化 を肯定 しないで、 あ くまで もヴィーナス と

の至福 の愛 を最高 の もの として肯定す るこ とで終 わってい る。 この点で は、エ ピグ

ラフの 内容 を踏襲 してい るが、エ ピグラフ との決定的 な相違 もある。エ ピグラフで

言 及 され てい るロ ーマ 教 皇 の緑 の葉 の茂 っ た杖 は、 ス ウ ィ ンバ ー ンの詩 で は、

まった くそ の姿 を現 わす こ とはない。

前置 きはこの くらい に して、 スウィンバ ー ンの 『ヴィーナス讃歌』の 内容 を実際

に見 てみ るこ とに しよう。

この詩 は初めか ら終 わ りまで タ ンホイザ ーによる一人称"1"語 りで ある。 この

こ とも今 まで検討 して きたヴ ァージ ョン とは全 く違 う。 いまや ローマへ の巡礼か ら

立 ち戻 った語 り手 「私」の キス に も反応 しないで眠 りつづ けてい る哀れ ヴィーナス

も、かつ てはこの世の喜 びその もの の存在であ った。 キ リス トの 出現のせいで、そ

れ まで ヴィーナスが魅了 した唇 の数 々はい まや悲 しみの色 に染 ま り、 キ リス トの流

した血で染 まって しまい、 ヴ ィーナス は見捨て られ た。 だが、神 よ、一体 ヴィーナ

スがあ なたに何 を した とい うのか、 あなた も自 らの眼 を上 げて、麗 しの ヴィーナス

を見 るが よい、 と 「私」 タ ンホイザ ーは独 白す る。

ヴィーナスは今永い眠 りにつ いて横 たわってお り、 タ ンホイザ ーが 自 らの愛 とい

う衣 で女神 を被 って い る状 態 にあ る。 い まや タ ンホ イザ ー は熱 い ホーゼ ル 山 に

ヴ ィーナ ス と一緒 に閉 じ込 め られ てお り、そ の脇 にキ ュー ピ ッ ド(Love)が 青 白

い顔 を して控 えなが ら、頭髪 を用い た織物 を織 ってい る。その頭髪 は恋で身 を滅 ぼ

した者 たちの髪 だ とい うが、そ れはヴィーナス 自身 の髪 のように も読め る。糸巻 き

が尽 きる と、織 られた 「網」 は巻 き取 られ、蒸気 となってたちまち消 え去 って しま

う。 この消 え去 る髪の織物 は、恋す る者の命の優 さの象徴であ ろ う。

そ してこの髪 で織 られ た 「網」 は、漱石 「虞美人草』 の藤尾の髪の描写 を髪髭 と
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させ る。いずれ も引用 しよう。

Thewarpholdsfastacross;andeverythread

Thatmakesthewoofuphasdryspecksofred;

Alwaystheshuttlecleavescleanthrough,andhe

Weaveswiththehairofmanyaruinedhead.(4144)

Loveisnotgladnorsorry,asIdeem;

Labouringhedreams,andlaboursinthedream,

Tillwhenthespoolisfinished,loIsee

Hisweb,reeledof五curlsandgoesoutlikesteam.(45-48)

(縦 糸 が しっか り と張 られ 、 横 糸 を なす

一 つ ひ とつ の糸 に は赤 い 血 の 乾 い た シ ミが つ い て い る。

つ ね に柱 が 糸 の 問 を切 り裂 き、 キ ュ ー ピ ッ ドが

恋 に 身 を滅 ぼ した者 た ち の髪 で機 を織 っ てい る。

愛神 キューピ ッ ドは喜ぶ で もな く悲 しむで もない ようだ。

織 りなが ら夢見、夢見 なが ら織 る。

糸巻 きが尽 きる と、見 よ、 その織物 は

巻 き取 られて、渦 を巻い たか と思 うと蒸気の よ うに消 えうせ る。)(拙 訳)

うすもの

緑濃 き黒髪を婆娑 とさばいて春風に織 る 羅 を、蜘蛛の囲と五彩の軒に懸けて、
たま

自 らと引 き掛 る男 を待つ。引 き掛 った男 は夜光の壁 を迷宮 に尋ね て、紫 に輝 く糸

の十字万字 に、魂 を逆 に して、後 の世 までの心 を乱す … 迷 わぬ ものはすべて

この女の敵で ある …(16)

藤尾 の髪 は男 を虜 にす るため の蜘蛛の糸 としての織物で あ り、 キューピ ッ ドの織

る髪の 「網」 はそのイメージを提供 してい るように思 える。

つづ いてタ ンホイザ ーはヴィーナス に愛 され た者 のこ とを回想す る。
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Ah,notasthey,butasthesoulsthatwere

Slainintheoldtime,havingfoundherfair;

Who,sleepingwithherlipsupontheireyes,

Heardsuddenserpentshissacrossherhair.(113-16)

Theirbloodrunsroundtherootsoftimelikerain:

Shecaststhemforthandgathersthemagain;

Withnerveandbonesheweavesandmultiplies

Exceedingpleasureoutofextremepain.(117-20)

(あ あ 、 普 通 の 男 女 と して で は な く、 ヴ ィ ー ナス を愛 したせ いで 、

犠 牲 に な っ た魂 と して、 こ こ に横 た わ っ てい る。

そ の者 た ち は瞼 の 上 に女 神 の 口づ け を受 け なが ら も、

突 如 蛇 が 女 神 の 髪 の 中 を這 う音 を聞 い た の だ っ た。

生賛の血は雨のように時の根方をへめ ぐる。

女神は生贅を追い払うか と思 うとまた引 き寄せる。

生賛の神経 と骨 とで女神は極度の苦痛ゆえの

無上の喜び織 り出し、増幅する。)(拙 訳)

彼 らは普通 の男女 の関係 で はな く、 ヴィーナスの麗 しさを知 って、昔 殺 されて し

まった者 たちで、 ヴィーナスの唇で眼 を塞がれ なが ら眠 ってい る と、突然彼女の髪

の 中を蛇が シュ ッと音 を立 てるのを聞い た者 たちで ある。彼 らの血 は雨 のように時

の根元 をめ ぐって流れ る。 ヴィーナスは彼 らを投 げ出すか と思 えば、ふ たたび引 き

戻す。彼 らの神経 と骨で もってヴィーナス は責め さい なみ なが ら、得 も言 われぬ喜

びを織 り出 しては、それ を増幅 させ ている。(Stanza27-30)こ れな どまさに漱石の

「虞美 人草』 の藤尾 、 自分 のため にのみ恋 をす る女 を髪髭 させ る描写 であ る。 しか

も漱石 は この フ ァム ・フ ァター ル と して の藤 尾 に彼 女 にふ さわ しい 「蛇 」 の イ

メージを付与 してい るこ とも示唆的 である。(17)

ヴィーナス は彼女の征服 した者 をすべて殺 して しま う。 あの騎士の ア ドーニス と
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て例外 で はない。 だが 「私 」 タンホイザ ーだ けはこの世 の終 わ りまで殺 さないで、

傍 に置 いてお こ うとす る。 タ ンホイザ ーは自 らを、魂が地獄 に堕 ちた、 まった く救

い のない、神 に見放 された者 といい、異教神 ヴィーナスを愛 した罪 を、 キ リス ト教

との対比で、 はっ きりと意識 してい る点 は注 目すべ きで ある。

神 に対 して大罪 を犯 している割 には、 ヴィーナス との愛 は 「苦い、つかの 間の至

福」(Briefbitterbliss,171)で しか ない、 だがその愛の何 と 「甘美 な」(sweet,172)

こ と、 とも謳 う。 この愛の 「至福」 は、漱石 『それか ら』の代助 と三千代が、百合

の花 の香 に充 た され、 二 人 だけ で雨 に降 り込 め られ る場 面 の 「幸 」 を髪 髭 させ

る。漱石 は 「幸」 にわざわざ 「ブ リス」 とルビをふ っているこ とか らも、 タ ンホイ

ザ ー とヴィーナス の愛 の 「ブ リス」 と無関係で はないだろう。

筆者 は何度か この詩 の概説 に漱石作 品の イメージや文言 を引 き合 いに出 してい る

が、 漱石 が 英 国留学 の間 に買 い求 め て読 ん だス ウィ ンバ ー ンの詩 の 中 に、 この

「ヴ ィーナス讃歌』 も含 まれてお り、(18)その詩の影響が、漱石 の小説 の イメー ジや

文言 に投影 され てい る として も、何 ら不思議 はない。

さて、 タ ンホイザ ーは、すべ ての愛 に溺れ た者が落 ちてい く先の地獄 とそ こでの

苦痛 を見、愛欲 の地獄絵図 に言及す る。

There[i.e.insadhell】sittheknightsthatweresogreatofhand,

Theladiesthatwerequeensoffairgreenland,

Growngreyandblacknow,broughtuntothedusL

Soiled,withoutraiment,cladaboutwithsand.(185-88)

(そ こ 愛 慾 の地 獄 に はか つ て は偉 大 な権 力 者 で あ っ た騎 士 た ちや 、

麗 しの 園 の女 王 で あ っ た淑 女 た ちが い る、

今 や 色 あせ 灰 色 と黒 に な り、 土 に還 り、

薇 れ 、 衣 とて な く、 砂 を 身 に纏 うの み 。)(拙 訳)

土 に還 って しまった偉大 な権力者 や淑女 た ちの姿が、 「灰 色」、「黒 」、「土」、「砂 」

な ど、生 を殺 す死 のイ メージで描 き出 され る。生 の世 界が 「麗 しの緑 の 国」 と し

て、 こ う した死 の イ メ ージ と対 比 され てい るが、 この イ メー ジ な ど も、 漱石 の

一172一 (135)



ヴィーナス ・タンホイザー伝説をめぐって 河村

「それか ら』お よび 『門』 にお ける 「緑」 と 「灰色」「黒」の色彩の対比 前者か

ら後者へ の移行が、 『それか ら』 か ら 「門』へ の移行 に関わ りを持 ってい るよ

うに思 え る。そ して 「砂 」 こそ は、 「門』 におけ る不倫 の象徴 的 イメージ をな して

い るこ とを、かつ て筆者 は論 じたこ とがあ る。(19)

タ ンホ イザ ー の 過 去 の 回想 が続 く中 で、歌 合 戦 の こ と、異 教 的悪 を求 めて

ヴィーナス の丘 に向か ったが、丈高 い草の 中を膝 まで髪 をた らして歩い てい た全裸

の女 ヴ ィーナス と出会 った こ と、 そ して ヴィーナスの美 しさを知 り、肉体 を知 り、

ヴィーナスの愛 はすべ て 「罪」(sin,311,312)を 帯びているが故 に、「悲 しく」(sad,

314)、 「苦 々 しく」(bitter,316)、 そ して 「悲 しみ に充ちた」(sorrowful,315)も の

であ ること、 だがそれは 「罪」 を補 って余 りある 「至福」(bliss,321)で あ った と語

られ る。

それか ら神の恩寵 によ りヴィーナスの もとか ら救 い出され、 ローマへ の巡礼者の

群 れに混 じって罪 の稼 れを清め ん と道 を急い だが、教皇か らは救いが拒絶 されたこ

とが 回想 され るが 、救 い を拒 絶 した教 皇 を タ ンホ イザ ー は少 しも恨 ん で はい な

い。教皇の干か らびた杖 はタ ンホイザ ーの魂の象徴 だ といい、救い を得 られ ないの

を当然 と見倣 してい るが、 これ はワーグナーや トレヴ ァー とテンプルの描 くタ ンホ

イザ ー像 とは異 なる。

神 が如何 に 「私」 タンホイザー の体 と魂 の 中を捜 そ うとも、健全 な ものは皆無

で、 あるの は唯 「愛 」(love)の み だ、 だか ら神 の救 い はない。 それで 「私」 の存

在 を支配 す る神 よ りも美 し く、「私」 自身の魂 よ り愛 しい恋 人 ヴ ィー ナス の元 に

戻 った。す る とヴィーナス は、 「私」 にのみ昔 のままの ヴィーナス として、「私」 を

迎 えた。

AndIforgotfearandallwearythings,

Allendedprayersandperishedthanksgivings,

Feelingherfacewithallhereagerhair

Cleavetome,clingingasafirethatclings (401-404)
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Tothebodyandtotheraiment,burningthem;

AsafterIknowthatsuch-likeflame

Shallcleavetomeforever;yea,whatcare,

AlbeitIburnthen,havingfeltthesame?(405-408)

(そ し て私 は怖 れ とあ らゆ る うん ざ りす る事 柄 と、

あ らゆ る実 を結 ばず 滅 び去 っ た神 へ の祈 り と感 謝 を忘 れ 、

女 神 の 顔 が そ の熱 の こ もっ た髪 と も ど も

切 り裂 くよ う に ぼ くに迫 り、 ま るで 纏 い つ く炎 の よ う に

肉 と衣 に纏いつ き、 それ らを焼 くの を感 じた。

死後 その ような永劫 の炎 に私が切 り裂かれ

焼かれ る宿命 にあ るよ うに。 だが、死後の炎の階罪 を

今受 けたか らとて、 どうだ というの だ。)(拙 訳)

迎 え られた 「私」 は火が 肉体 と着物 に取 り付 きそれ を焼 くよ うに、 ヴィーナスの愛

に焼か れる。 まるで死後 に己が焼か れる永劫の炎 に焼か れるが如 くに。

最後 に、「不毛の天上」(barrenheaven,413)に お ける神 の与 える至福 とい えども、

このヴィーナス との 「至福」(bliss,412)の 愛 に勝 るもの はない と言い切 るタ ンホイ

ザーは、これ まで にヴィーナス と経験 した 「甘美 な」(sweet,416)愛 こそが、最高の

人生であったことを今再 び確認 し、

Isealmyselfupontheewithmymight,

Abidingalwayoutofallmen'ssight

UntilGodloosenoverseaandland

Thethunderofthetrumpetsofthenight

(私 は 力 を振 り絞 っ て この 身体 で あ な た を覆 い 、

いつ もす べ ての 人 間 の視 界 か ら身 を 隠そ う、

や が て神 が 海 と陸 地 に あ ま ね く

夜 の ラ ッパ の轟 を解 き放 つ ま で は。)(拙 訳)

(421-24)
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神 による最後の審判 まで、 自分 の全 てで もって ヴィーナス、お前 を被い 隠そ う と語

りか ける。

この異教 的愛 の最後 の肯定 と共 に、 もう一つ この詩で特徴的 なの は、 ローマ教皇

の使者 が葉 の生 え出た杖 を持 っては姿 を現 さない点で ある。 つ ま りタンホイザー

は、 まさに神の救いの外 に置か れている。 この点で は、 ワーグナーの歌劇が示唆す

る ような、 ヴィー ナスは、つ ま り古代 ドイツの大地の女神 ホル ダ(Holda)で もあ

る とい う解釈 は、(20)捨て られて しまう。杖 か ら芽が 出て葉が生 え、花 が咲 くとい

うのは、 まさにキ リス ト教 の到来 によって追放 され た古代の異教神、豊穣 なる女神

ホルダの復活 を意味す るわけだが、 スウィンバ ー ンの 『ヴィーナス讃歌』で は、そ

の よ うな示唆 はない。

さて、ス ウ ィ ンバ ー ンの 『ヴィーナス讃歌』 と同 じ題名 の絵 を描 い たのが、 ラ

フ ァエ ル前派の一人で、友人のBurne-Jonesで あった。 この絵がス ウィンバ ーンの

詩 にイ ンスピ レーシ ョンを与 えた ものの一つで もあ るので、 この絵 につい て も一瞥

してお きたい。バ ー ン=ジ ョー ンズ を取 り巻 くヴ ィク トリア朝絵画 の傾 向につい

て、FrancesSpaldingは 、 ヴィク トリア朝の数多 くのパ ラ ドックスの中でその最た

る ものが、芸術家 を取 り巻 く眼 に見 える世界 と彼 らが絵 に描い た夢の世界の コ ン ト

ラス トであ るといい、WilliamMorrisもBurne-Jonesも 産業革命の もた らしたむさ

くる しい現実 を避 け、夢の世界 を描 いた とい う。(21)

ヴ ィ ク トリ ア朝 の 産業 革 命 に よる物 質 主 義 支 配へ の 反動 と して、 バ ー ン=

ジ ョー ンズ は中世 のロマ ンティ ックな騎士道世界 に憧れ た。社会の変動 を眼 に した

バ ー ン=ジ ョー ンズ は、変 化 しない秩 序 の世 界 を夢 見、 それ を絵 に描 こ う とす

る。「過 去 に も未 来 に も存 在 しな い もの の 美 し く ロマ ンテ ィ ッ ク な夢 」(`a

beautifulromanticdreamofsomethingthatneverwas,neverwillbe,')、(22)そ れ

がバ ー ン=ジ ョー ンズ に とっての 「絵」で あった。初期 ラフ ァエ ル前派が主題 とし

た中世 ロマ ンス に装飾 デザ イ ン を意 識 した バ ー ン=ジ ョー ンズの絵 画 は、他 の

ヴィク トリア朝 の画家 の意 図す るよ うな教訓め いた もの はな く、 ひたす ら人 を楽 し

ませ霊感 を与 えるこ とを 目的 とした もので あった。
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『汝 の心 を見 よ』 と言 つた。暫 の後 、かれは眠れ る婦 人 を呼 び起 し、 その手の 中

に燃 えている物 を、強 ひて勧 めて彼女 に食 はせ、彼女 はおそ るおそ るそれ を食つ

た。後 間 もな くかれ の悦 びい とい たま しい涙 に攣つ た。 また斯 く泣 きつつかれ は

この婦人 を抱 いた。 そ して ともに天 に向 って立 ち去つ た如 くに見 えた …(24)

この夢 で注 目すべ きは、ベ ア トリーチ ェをそ の腕 に抱 い て い るの は愛 神 キ ュー

ピッ ドである こと、そ してベ ア トリーチ ェは ここで も、9年 前 と同 じく緋 色の衣 を

着 てい る とい うこ と、 さ らには、愛神が彼女 に食べ させ てい るのがハ ー トで ある と

い う点 である。

ダ ンテの この夢 に現 われ た愛神 と緋色の衣 とハ ー トの食べ物 とい うの は、すべて

バ ー ン=ジ ョー ンズの絵の重要 なエ レメ ン トで あ り、 さ らには同 じラフ ァエ ル前派

の ダ ンテ ・ゲイブ リエ ル ・ロセ ッティ(DanteGabrielRossetti,1828-82)の 「ベ ア

タ ・ベ ア トリクス』(BeataBeatrix,1863)の 背景 としての愛神の寓意像 に表象 さ

れ てい る。 だが、 ダ ンテの恋人ベ ア トリーチ ェは、地上 にお ける聖母マ リアの具現

者であ り、 あま りに も天上的性質が強いので、忽 ちに して天 に召 されて しまい、地

上での ダ ンテ との恋 は成就 しない。

これ に反 して、ス ウィ ンバ ー ンの詩で は、 ヴィーナスが タ ンホイザ ーを恋人 に し

て、恋 は成就 してお り、詩 の冒頭で は、眠 ってい るヴィーナス は両の手 をだ らりと

垂 れてはい るが、その手 にはタ ンホイザ ーのハ ー トを握 ってい る(Sheholdsmy

heartinhersweetopenhands/Hangingasleep;...stanza9)。 ヴィーナスが タンホ

イザ ーのハ ー トを握 ってい る とい うような描写 は、 タ ンホイザ ー伝説や ヴ ィーナス

伝説の種 々のテキス トには見当 た らない。す る とこれは、バ ー ン=ジ ョー ンズの描

く緋色 の衣(ス ウィ ンバ ー ンは ヴィーナス の衣の色 を描写 して はいないが)と 相

まって、 ダ ンテの 「新生』 に由来す るので はないか と思 われ る。

で は 最 後 に、 ス ウ ィ ンバ ー ン と も ラ フ ァエ ル 前 派 と も深 い 関 係 の あ っ た 詩 人

WilliamMorris(1834-96)の 描 くヴ ィ ー ナス 像 を見 る こ とに しよ う。 そ れ はモ リス

の 初 期 の こ ろの 長 編 詩 「地 上 楽 園』(7'加Eα7'妨 ノPαzα漉s6,1870)の 最 後 を飾 る詩

「ヴ ィ ー ナス の丘 』"TheHillofVenus"で あ る。娘 のMayMorrisに よ る と、1860
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年代前 半 にす で に書 かれてい た とい われてい るが、(25)そうだ とすれ ば、 この詩 は

ス ウィ ンバ ー ン詩 の 『ヴィーナス讃歌』 よ り早 く、 テ ンプル と トレヴ ァーによる長

編詩 『タ ンホイザ ーあ るい は詩人の歌合戦』の後 とい うこ とにな り、俄然興味深い

存在 となる。

とい うのは、 これまで論 じて きた ように、 テ ンプル と トレヴ ァーに よる 『タンホ

イザ ーあるいは詩人の歌合戦』 では、その もとを提供 したワーグナーの歌劇 「タ ン

ホイザ ー』 の内容 を踏襲 して、結末で はヴィーナス讃美で はな く、 キ リス ト教の勝

利 を謳 い上 げているが、ス ウィ ンバ ー ンの 『ヴィーナス讃歌』で は、逆 にタンホイ

ザ ーが ローマか ら帰 る先がふ たたびヴィーナス の もととなっていた。 この間に入 っ

て くるのが モ リスの 「ヴ ィーナス の丘 」 とい うこ とに な り、お そ ら くモ リス は、

ち ょうどス ウィ ンバ ー ンが そ うしたように、 テ ンプル らの長編詩 は読 んでい た と思

われる。で はモ リス は、テ ンプルた ち とス ウィ ンバ ー ンの問にあって、 〈ヴィーナ

ス ・タンホ イザー伝説 〉にい ったい どの ような結末 をつけたのだろ うか。

従来 の伝説 とモ リスの草稿で は、教皇が救い を拒絶 したので、その結果 タ ンホイ

ザ ーが ヴ ィーナ スの丘 に戻 るこ とに なってい るが 、出版 された詩 「ヴィーナスの

丘」で は、次の引用 に見 られる ように、 タンホイザ ーにあたるウ ォル ター(Walter)

が、 自分の居場所 は丘 にあ る と宣言 した結果、教皇 による拒絶が なされ る。

ウ ォル ターが教 皇 に救い を拒絶 して言 い寄 る場面(Stanza197-201)を 、要約 し、

原文 を付す。

(197)ウ ォ ル ター は教 皇 に 、 「あ な た方 が この 世 を治 め る前 に この 世 を治 め て い

た神 々の こ と を 聞 い た こ とが あ る か 」 と言 い 、 「そ の 神 々 の 支 配 下 に あ っ た と き、

人 間 は飲 み 食 い も し、 眠 り も し、 愛 し もす る とい う世 俗 的 な快 楽(あ な たの 言 う悪

魔 的 な る もの)を 愛 してい た」 と切 り出す 。

"H
astthounotheardabouttheGods,whoerst

Heldruleherewherethoudwellest?dostthouthink

Thatpeople'neaththeirruleweresoaccurst

Thattheyforgotinjoytoeatanddrink,

Thattheysleptnot,lovednot,andmustshrink
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Fromtheworld'sglory?-howiftheylovedthese

Thoucallestdevilsandtheirimages?(197)(26)

(198)「 そ の と きキ リ ス トの 神 も こ れ ら の神 々 を嫌 悪 し なか っ た 」 とい う一 一

「そ の 頃 は 美 しい 日が毎 日昇 り、 草 も花 も茶 色 の 大 地 か ら萌 え 出 し、 子 ど もた ち も

今 と 同 じ く楽 しそ う に して い た。 あ な た 方 の 怒 りが 生 じる に は ま だ 時 間 が あ っ

た。

"A
nddidgodhatetheworld,then,fortheirsake,

Whenfairthesunroseuponeveryday,

Andbladeandbloomthroughthebrownearthdidbreak,

Andchildrenwereasgladasnow?-nay,nay,

Timeforthywrathyet-whatiftheseheldsway

Evennowinsomewise,father?-Nay,saythen,

Hastthounotheard,fromcertainNorthernmen,(198)

(199)「 北 の 国 の住 民 が 北 の 国 の 自然 の 森 を訪 れ る者 た ち が い る とい う こ と を噂

す るの を聞 い た こ とが な い だ ろ うか 。 そ れ は人 間で も天 使 で もな く、 魂 は な いが 肉

体 は この 上 な く美 しい 者 た ち だ。 ボ ク が 実 体 の な い夢 を語 っ て い る とで もい うの

か 。

"Ofl
onelyhauntersofthewild-woodsthere,

Notmen,norangels,soullessasmendeem,

Butoftheirbodilyshapemostwondrousfair?

What-thinkestthouItelltheeofsomedream,

Somewanderingglimmerofthemoon'sgreybeam,

Seenwhenmen'sheartssinkmidblack-shadowedtrees,

Andunknownwordsareinthetangledbreeze?(199)

(200)「 確 かに夢 の よ うな ものであ るか も しれ ない。存在 しない ものの影 を私 は

この眼で実際 に見 て きたの だ。彼女 の足が花の上 に置か れるの を見 た。その花 には
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神 の 造 り し陽 の 光 は 照 らな い が 、 私 は 賢 者 の 只 中 で は狂 っ た 愚 か 者 の よ うだ ろ う

が 、 そ れ ゆ え神 の怒 りを少 し も恐 れ は しない 、 それ は私 の 肉体 も魂 も彼 女 に そ こで

捧 げ たか らだ。

"B
elikeIdreamedthen1Obelikesomeshade

OfnoughtthatisIsawwiththesemineeyes1一

一Isawherfeetupontheblossomslaid
,

Theflowerso'erwhichnogod-madesunshallrise1-

BelikeIamamadfoolmidthewise,

ButnothingthereforeofGod'swrathneedfear,

BecausemybodyandsoulIgaveherthere.(200)

(201)「 彼 女 の 名 と住 居 を言 え とい うの か?私 に新 しい命 を示 して くれ た場 所 は

地 獄 の 一 部 を切 り取 っ た よ う な所 で 、 皆 が 容 易 に は近 づ け ない とこ ろ に あ る 私

が や っ て来 たの は 「ヴ ィ ー ナ ス の丘 」 か らで あ り、 これ か ら もそ こが 私 の故 郷 で あ

る こ とを私 は知 っ てい る。」

"Wh
at1-mustInameher,then,erethoumaystknow

WhatthingImean?orsaywhereshedothdwell-

Alandthatnewlifeuntomedidshow-

WhichthouwiltdeemacornercutfromHell,

Setintheworldlestallgotheretoowell?

-Lo ,fromTHEHILLOFVENUSdoIcome,

ThatnowhenceforthIknowshallbemyhome!"(201)

そ して ウ ォル ター に救 い を拒絶 した こ とを苦 に した教 皇 が、神 に彼 を赦 して

や って欲 しい と嘆願す るこ とで、枯 れた杖 に葉が生 え、花が咲 く。それ を見 た教皇

は至福 の うちに息 を引 き取 る。教皇 の死 は、 この結末 に続 くもので あるが、 この よ

うな人 間的 な教皇像 はモ リス特有の もので、他 の詩人の ヴ ァージ ョンにはない もの

として特筆 しておかね ばな らない。

その杖の復活 ・再生 と教皇の死の最後の3連 を要約 し、原文 を付す。
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(215)手 が 杖 に触 れ た とた ん、 教 皇 は叫 び声 を上 げ た。 手 に した 杖 は ま るで 輝 け

る大 天 使 の杖 の よ うで 、 神 の 過 た ぬ 四 季 の 時 間 を経 巡 っ て、 そ の 枯 木 に緑 の 葉 が

出、

Withagreatcryhesprangup;inhishand

Heheldagainsttheskyawondrousthing,

Thatmighthavebeenthebrightarchangel'swand,

WhobroughttoMarythatfairsummoning;

Forlo,inGod'sunfalteringtimelessspring,

Summer,andautumn,hadthatdryrodbeen,

Andfromitsbarrennesstheleavesspranggreen,(215)

(216)素 晴 ら し い 花 が 咲 き 出 で 、 永 遠 の 果 実 が 実 っ て い た の だ 。 し か も 見 慣 れ ぬ

香 り で 夕 闇 が 包 ま れ 、 麗 し い 光 で 輝 き 、 老 人 は あ ま り の 喜 び に 笑 う こ と も 、 泣 く こ

と も 、 モ ノ 言 う こ と も で き な か っ た 。

Andonitsbarrennessgrewwondrousflowers,

Thatearthknewnot;andonitsbarrenness

Hungtheripefruitofheaven'sunmeasuredhours;

Andwithstrangescentthesoftduskdiditbless,

Andglowedwithfairlightasearth'slightgrewless,-

Yea,anditsgleamtheoldman'sfacedidreach,

Toogladforsmiles,ortears,oranyspeech.(216)

(217)こ の よ うな軌 跡 を眼 に して生 きて い る者 が い よ うか 。 満 潮 時 教 皇 は その 玉

座 に姿 を見 せ なか っ た。 驚 い た 者 た ち が捜 した とこ ろ、 庭 の 壁 の そ ば に横 た わ り、

手 に は杖 が 握 られ てい た。 皆 は その 顔 に この 上 ない 喜 び を見 た。

Whoseethsuchthingsandliveth?

ThePopewasmissedfromthroneandchapel-stall,

Andwhenhisfrightenedpeoplesoughthimwide,

Theyfoundhimlyingbythegardenwall,
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Setoutonthatlastpilgrimageofall,

Graspinghisstaff-"andsurely,"allfolksaid,

"N
oneeversawsuchjoyonvisagedead."(217)

この ように してモ リスは、 これまでに ワー グナー も、テ ンプル と トレヴァー も、

そ してス ウィ ンバ ー ンも果 たせ なか った人 間 と神の融和 を果た して、長編詩 「地上

楽 園』 を閉 じたのであ る。 まさに 『地上楽 園』 と題 され た長編詩の最後 に置かれた

詩、「ヴ ィーナスの丘」 は、題 名通 りの 「地上 楽園」 の成就 にふ さわ しい詩であ る

とい わねばな らない。

まだ この後 に も、実 は、 イギ リス文 学

で は、19世 紀 末 に ビ ア ズ レ ー(Aubrey

VincentBeardsley,1872-98)が 「ヴィーナ

ス とタ ンホイザ ーの物語』(丁 加S'醐y(ゾ

y勿 π3α〃4丁 碗 肋 伽3醐1895-1907未 完)

とい う詩 の 中で、 ヴ ィーナス とタ ンホ イ

ザ ー の愛 の世界 の み に限定 した快 楽 の園

を描 く。雑 誌 「サ ヴ ォイ』 に連載 された

ビアズ レー 自身の手 にな る幾 片 かの イ ラ

ス トの 中か ら一つ挙 げてお く。(27)

日本 で は永 井 荷 風 が 『あ め りか物 語 』

(明40,1907)の 中 で、 ア メ リ カの新 婚 夫

婦 がハ ネムー ンに ワー グナー の歌劇 『タ

ンホ イザ ー』 を見 に行 っ た こ とで、夫 の

昔 の 浮気 が発覚 して、離 婚 に至 り、夫 は

そ のの ち独 身を貫いて生 きる とい う物語 「旧恨」 を書 くな ど、その後 もくヴィーナ

ス ・タ ンホイザ ー伝説 〉は新 たな物語 を紡 ぎなが ら、そ の生命 を維持 してい るこ と

を言い添 えて、本稿 を終 えるこ とにす る。
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註

*本 稿は筆者の退職記念講演(2012.1.20、 於近畿大学文芸学部)の 原稿に加筆 したものであ

る。
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参 考 文 献

(A)ワ ー グナーが歌劇 『タンホイザー』 を制作す る にあたって参考 に したその源泉 に関す

る文献:主 と して、J.W.Thomas,丁 伽 励 儂s67∴Po6'α π4五696π4卿 励7'翻s朋4

丁辮〃s1α'ガo〃∫ρ/雇 ∫ レ7∂7々s(TheUniversityofNorthCarolinaPress,1974);Charles

Osborne,丁 加Co溺 ρ16'60ρ6辮3(ゾ 丑ゴc加7♂ 恥9麗7(DaCapoPress,1993);Stewart

Spencerの 論 文"Tanhusaere,Danh的ser,andTannhauser"(NicholasJohned.,(2ρ67α

σ厩4639'71α 〃〃擁〃∫飢JohnCalder,1988所 収);TimothyMcFarlandの 論 文"Wagner's

MostMedievalOpera"(同Cψ θ7α0痂4639所 収)な どを基 に、筆者の解説 を加 えて以下の

ような一覧 を提供す る。

(1)Venusの 誘 惑 に負 けた吟遊詩人の タンホイザーが 肉の罪 を後悔 して ローマ教皇の赦 しを

求め るが、 これ を拒絶 され、再 び ヴィーナスの元 に戻 る とい うタンホイザー伝 説の もとは、

Dα∫五6ガ4刀oπ46〃zD侃 加 ∂∫6γとい うバ ラ ッ ドで、NOrunbergブ ロー ドシー ト印刷 として初

版が1515年 に出版 されたが(Spencer,19)、 バ ラッ ドの もとの制作 は無 名の者で 、 タンホ

イザ ー の 死 後 間 も ない 頃、1264年 か ら1274年 頃 で は な い か と推 測 され て い る(J.W.

Thomas,61)。 このバ ラ ッ ドをワーグナーはLudwigBecksteinの 『チ ュ リンジア伝説』(1)67

S㎎ εη36加鎗%η44ガ65㎎6%々76ガ3646∫7'%7伽867Z伽46s,研14伽 ㎎ 加%∫6〃,1835)の 中 で読み、 こ

れ に興味 を持 った。 このバ ラ ッ ドが ワーグナーの歌劇 『タンホ イザー』 とその荒筋 において

異 なるの は、最後 にローマ教皇 に救 いを拒絶 された タンホイザーがエ リーザベ トの元 に戻 ら

ず に、 ヴィーナスの元 に戻 り、枯れた杖 に芽吹 いた葉 を見た教皇が使者 を送 るが、 タンホ イ

ザー は見つか らず、教皇 は神 に見放 され ることとなって しまうとい う点であ る。

た だ し、 このバ ラ ッ ドの中で、タ ンホイザ ーはヴ ィーナスに愛 の園か ら出 して くれ と嘆願

す る時 に、 ヴィー ナスか ら、 ここに留 まるな ら別の女 を妻 とさせ よ うといわれ るが、 「私の

焦がれ る女の ほか に妻 を嬰 るなら、私 は地獄の業火で永遠 に焼かれ るであ ろう」(`AndifI

tookanotherwife/ThanherforwhomIyearn,/Thenintheflamingfireofhell/

Eternallyrdburn.'//`Vntnemichnuneinanderweyb,/Ichhabinmeynemsinnen,/So

mustichinderhelleglut/Auchewigklihverbrinnen.」.W,Thomas,185)と 応 えて、 これ を

拒 んでい るが、 タ ンホイザ ーが言及 している会 いたい女 は、聖母 マ リアへの嘆願のあ ること

か ら、妻 としたい よ うなある聖女が いた とい うことになる。 このバ ラッ ドで は、それが ワー

グナーの 『タ ンホイザ ー』 に登場す る聖女 エ リーザベ トである とも何 とも述べ られて はい な
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い が 、 これ をヒ ン トとして聖女エ リーザベ トを創造 する端緒 は、すで にこのバ ラッ ドの 中に

あ る。

(2)タ ン ホイザーが ヴ ィー ナスの宮殿 にい るこ とを説 明す るべ く、当時の詩 人た ちは例 の

「タンホイザー ・バ ラッ ド」(加 配"oπ 鹿 〃zz)伽 加%∫θ7)を 創 作 した と思われる。そこで彼 ら

が利用 したのが、中央 アペ ニン山脈 のNorciaの 近 くにあるシ ビラ山(MontedellaSibilla)

と結 びつ いた現存す る伝説であ る(Spencer)。1437-42年 頃か らはAntoinedelaSaleに

よ る物語が出現す るが、それ による と、無名の ドイツの騎士 が魔女(Sibyl)の 甘 言 に負 けて

Sybil山 に入 り、やがて洞窟 か ら出て くると、ローマへ の旅 を続 け、救済 を拒絶 されると、 シ

ビルの山に戻 り、二度 と姿 を現 さない、 という内容。delaSale自 らが1420年 に この洞窟 を

訪れて、現 地の人か らこの物語 を聞いた と言 ってい る(Spence蔦20)。 このdelaSaleの 創 造

した伝 説は、Morrisが"HillofVenus"を 書 くのに参照 した種本である。

(3)タ ン ホイザ ーの名前 が ヴ ィーナス の名前 と愛人 と して結 び付 け られ た最 初 の書 物 は、

HermannvonSachsenheim(1363/65-1458)に よ るDゴ6Mδ 珈(7'加Moo76∬)(『 女 ムアー

人』)と い う6000行 か ら成 る叙事 詩で、1453年 にFriedrichderSiegreicheと 彼 の妹Mechtilt

の た めに書 かれ、1512年 にStrasbourgで は じめ て印刷 されたが、前世紀 の中頃か ら6種 類

の写本が存在 していた とい う(Spencer,20)。 そ の 中で、詩人ヘルマ ンは、あ る夏の夜森 を

散歩 してい てEckhartに よ り囚われの身 とな り、空中移 動で ヴィーナスの島の楽 園に連れて

行かれ た と語 る。女神が象 に乗 って現 われ、彼 の不実 を難詰 す る。 この物語 の題名 にあ る女

ムアー人Brunhilt(Venusの 弁 護 人)に よ り起 訴 され た詩 人ヘ ルマ ンは、忠 臣エ ッカル ト

(TrustyEckhart)に よって弁護 され、その結果 ヴ ィーナスが折れて 出て、詩 人ヘ ルマ ンは

「サル ヴェ ・レジナ」(`Salvereginの(聖 母マ リアを讃える最古 の交唱の一つ、`Hail,Holy

Queen')を 唱 えて釈放 される とい う内容。著者 のヘ ルマ ンは百科事 典的ルネ ッサ ンスの知性

と中世の書物 に関する博 識 を披露 して、十字軍 の戦士 タンホイザー(Tanhusaere)を ヴ ィー

ナスの連れ合い とな し、ニーベル ンゲ ンの悲歌の王女Brunhiltを ム アーの女 に仕立 てて、叙

事詩 『女ムアー人』 を創作 した。

(4)ワ ー グナ ーが借 用 して変形 して しまっ た聖女 エ リーザ ベ ト伝 説 につ いて:Timothy

McFarlandは 、"Wagner'sMostMedievalOpera"の 中で、如何 にワー グナーが聖女エ リー

ザベ ト伝説 を、本来 は関係 のない タンホイザ ー伝説 と ドッキ ングさせたか を説明 してい る。

そ れに よる と、史実 ではElizabeth(1207-1231)は 方 伯Hermannの 義 理 の娘 であ り、 ワー
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グナーが言 うよ うな彼 の姪 ではない。ハ ンガ リーの王女 として生 まれ、幼 い頃ヘルマ ンの跡

継 ぎの息子 で1217年 に は方伯 となるLudwigと 婚 約す るが、1227年 の 十字軍遠征 での彼 の

死後、エ リーザベ トは二十歳 で寡婦 とな り、ヴ ァル トブル クを去 っで 悟 りの道 に入 った。そ

の頃 まで には普通尼僧 院に入 るか、 ない しは世捨 て人になるかわ りに、彼 女 は還俗 してわ ざ

と極端 な貧 困 と慈善 の仕事 に没入す る とい う、ア ッシジの聖 フランシスの墾 に倣 った人生 を

送 った。彼 女 はフラ ンシス コ修道会 の第三会員(カ トリック)、 つ ま り平信徒 であ り、1226

年 に亡 くなった聖 フラ ンシス の教 えに従 った最初 の貴族 であ った。 ヴァル トブル クでの宮廷

生活 と寡婦 と して 自 らに課 した卑 しい生 活の コン トラス トが、大い に同時代 人の心 を打 ち、

彼女 は平信徒 の敬慶 さの新た なる姿 の象徴 となった。死後 わず か4年 にして1235年 に 聖者

の列 に加 えられた とい う。

彼女の公式の人生記録であ るDietrichofApoldaに よるラテ ン語 のVitaが 、1300年 頃 に

書かれた ドイツ語の韻文 『エ リーザベ ト伝説』(五 εg碗4げSα 露E娠 α∂励)の 主た る源泉 と

して使 われ た。 これ には さまざまな伝説が含 まれてお り、それ らをのち にベ ックシュタイン

が利用す る ことにな る。その一つ には魔術 師ク リングソル(Klingsor)に よるエ リーザベ ト

の誕生予言 もあ る。そ して この予言 はET.A.ホ フマ ンの 『歌合 戦』 にも登 場 して くる。

エ リーザベ ト信仰 は ヨーロ ッパ に広 まるが、 とりわけ中央 ドイッでは王位 継承 の理由か ら

大切 に された。Hesseの 王 家 は彼 女の直径 で あ り、Wettinの サ クソ ン家の分家 と もども彼

女 を祖先 と主張 した。 ドレス デ ンの王家 の家系 は別 として、 これ らの分 家 にはワイマールや

コー ブル クの公爵家が含 まれる。 ワイマール宮廷 での奉仕 の最後 にオ ラ トリオ 『エ リーザベ

ト伝説』(7'加 五696π4げSα 伽E1震 融6漉,ヱ865)を 作 曲 したのは、 リス ト(Liszt)で あ る。

これが恐 ら く義 理の息子 ワー グナーの 『パ ルジ ファル』( -Pα7∫卿1-一 聖 杯伝 説の騎士)に

影響 を及 ぼ したで あろ うといわれている。 コーブル クの姻戚 関係 によってエ リーザベ ト、つ

ま りエ リザベス はイギ リス王家の守護聖人 となった。

19世 紀 に入 って も聖エ リーザベ ト信仰 は厚 く、 ワー グナーが彼 女の名 とその神聖 さを彼

の女主 人公 に用い た として も不思議 はない。彼 女 を彼 の歌劇 に組み入 れる よう促 したのは、

ベ ックシュタイ ンの例 の本 であった ことは間違 いない。歌劇 『タンホ イザー』 の 中で、宮廷

の王女 としての役割か ら、第2幕 の最後 では タンホイザー を弁護 す る聖者 と しての役 に移行

す る。そ して次の第3幕 で も聖者エ リーザベ トがその聖女 と しての見本 を提供 してい る。

実 はワー グナー自身認めたが らないが、第2幕 の歌合戦 において も、 「愛」 をテーマ と し
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て 歌 う こ とといい、 エ リーザ ベ トの前 身で あ る美 し くて若 い寡婦 マ テ ィル デ(Mathilde

vonFalkenstein)を 求 める ライ ヴ ァル同士 のWolframと タ ンホイザー の前 身のHeinrich

vonOfterdingenと い い、これ らはすで にET.A.ホ フマ ンの 『歌合戦』(K伽z1ゾ4675伽g67)

にあ る。

歌劇 『タ ンホイザ ー』 の偉大 な ところは、伝統 的な二 つの対 照的世 界 をひとつ に撚 り合せ

た こ とにあ る。異教 とキ リス ト教、地下 の洞窟 と荘厳 な宮廷 、つ ま り異教 の官能性 と自己否

定の キ リス ト教 の精神主義 である。前者が ヴ ィーナスに よって代 表 され るの に対 し、後者聖

母マ リアの具現者 としてそれに匹敵す る女性 が必要 となる。そ こで登場 す るのが王女エ リー

ザベ トとい うわけで ある。つ ま りヴ ァル トブルク歌合戦 の公 爵夫人マチル ダ役 とヴィーナス

に対抗 しうる聖母マ リアの役割 を兼ね備 えた女性が、エ リーザベ トとなった。

ワ ーグ ナー にエ リーザ ベ トを配 役 に導入 す る こ とに躊 躇 いが あ った とすれ ば、そ れ は

1842年 の夏 に彼 が見 た、 アッシジの教会にあるCarloDolciの 作 とされるマ ドンナの絵 によっ

て払拭 されて しまったこ とが、彼 の友人Kietzへ の 手紙 か ら知 られる。その絵 をタンホイザー

が見 たな らばたちまちにヴ ィーナスか ら聖母 マ リアへ と向 きを変 えた ことであ ろうと、その

手紙の 中で ワーグナーは語 っている。 この ことか らも分 かる ように、 ワー グナーの この歌劇

にお ける最大の 関心 は、主人公 タンホイザ ーの葛藤 する心 的状態 を代 表す る二人の女 を如イ可

に して象徴的 に併置す るか とい う点 にあ った(TimothyMcFarland,25-32)。

(5)CharlesOsborneよ る と、ヴ ァル トブル クの歌合戦 その もの は、 このバ ラ ッ ドを含め タ

ンホ イザ ー伝 説 に は もと もと存 在 してい ない。 この歌 合 戦 を ワー グナ ーが 知 っ たの は、

E.T.A.Hoffman(1776-1822)の 物 語集 『セ ラー ピオ ン朋友会員物 語』(S6z砂 ∫oπs∂7∂4飢1821)

所 収 の物語 、 『歌合 戦』("DerKampfderSanger")で 、 この物語 で は、チ ュー リ ンジ ァ

(Thuringia)の 宮 廷 で行 なわれた歌合戦 に、六名の歌人(Minnesingers)が 参加 す る。そ こ

で耳障 りで異常 に聞こえる歌 を歌 うのは、Tannhauserで は な くHeinrichvonOfterdingen

で あ り、ハイ ンリッヒは魔 法使 いのKlingsorの 弟 子 とい うこ とになっている。い うまで もな

く、ハ イ ンリッヒ ・フォ ン ・オ フターデ ィ ンゲ ンはノヴ ァー リスの作 品(日 本語訳 の名 は、

「青 い花』)の 題名 である。

(6)Hoffmannの こ の物語 の源泉 は、イ可人 かの歌 人の人生 における架空の 出来事 を扱 った 中

世 の一 連 の 物 語(タ ン ホ イ ザ ー ・バ ラ ッ ドを含 む)の 一 つ、14世 紀 の 長 編 詩"Der

SangerkriegaufderWartburg"で あ り、 その詩 では、Walther,Wolfram,Reinmarvon
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Zweterと い う歌人 が歌合 戦 に参加 してい るが(WJ.Thomas,61)、 ワ ーグナー は明 らか にこ

れ を参照 した とい う(Osborne,92)。

(7)ワ ー グナーが参照 した と思 えるソースで、最初 に一番古いバラ ッ ドを含む もの としてワー

グナーが参照 した として取 り上 げたLudwigBechsteinの 『チュリンジア伝説』(。067S㎎6〃 ∫6勿な

雌4砒S㎎6勲7諮6463T%7勿gε 〃伽46s1835)第1巻1こ は、歌人 タンホイザー と歌合戦の両

方の ヴ ァージ ョンが含 まれている。 そ こで、ワーグナーは この二つの伝 説 を組み合わせたの

だとい う(Osborne)。 こ の本 の中で作 者のBecksteinは 、 ハ ンガ リーのStElizabethの 伝 説

とH6rselburgのFrauHolleの 物 語 を再説 してい るが、聖女エ リーザベ ト伝説 をWagnerは

歪 曲 して歌劇の中のElizabeth像 を創造 し、FrauHolleはFrauHoldaつ ま り ドイッ古代

の農耕女神 ホル ダ と して再現 してい る。ベ ックス タイ ンが13世 紀 中葉 の実在 の歌 人 タ

ンホイザー(Tanhusaere?-c.1265)とThuringiaのHermannI世 の宮廷 とを誤 って結 びつ け

た ことか ら、 タンホイザ ーと1206/7年 の 歌合戦 が結 びつ いて しまった。 この混乱が輪 をか け

て確 定 して しまったのは、 ワー グナーがChristophTheodorLeopoldLucaの 『ヴ ァル トブル

クの歌合戦について』(σ ∂674θノz1く7ガ6んz/o/z防7'∂z∫㎎,κ δ〃歪gs∂6㎎,1838)を 読 んだことによ

る。その中でLucaは タ ンホイザー(つ まりHeinrichvonOfterdingen)が この歌合戦 に参加

した と述べているか らであ る(Spencer,22)。

ワー グナー 自身の証言(.4Co〃 ¢〃z%競 諭oπ'01吻.F7勧4s,1851)に よ ると、 ワー グナー

は民話集の古い本(LudwigBecksteinの 本)の 中に、 タンホイザー と歌合戦が なんとな く

結 び付 けられてい るの を発見 した。 この歌合戦 について はホ フマ ンの物語Dθ7K伽z1ゾ467

S伽g67で す でに知 っていたが、テ ィー ク(LudwigTieck)の タ ンホイザー物語 『忠 臣エ ッ

カル トとタンネンホイザー』(D6796〃 鋸Ec効 副 観4467Tα 朋6励 伽 ∫67)同 様 、 ホフマ

ンの もの を使 お う とは思 って もい なか った。古 い民話 の本(Becksteinの 本)を 読 んでか

ら、歌合戦の 「最 も単純で もっと も純粋 な源泉」(mostsimplestandmostgenuinesource)

を辿 ろ うとい う気 にな り、 これが中高地 ドイツ語 の詩 『歌合 戦』(S伽g磁7磁)の 研 究へ と

ワー グナー を導 くこ とにな った。 この詩 は、 よ く知 られ てい る ように、 よ り大 きな作 品、

ローエ ング リー ン(五 〇加πg漉)の 物 語 と密接 に関連 してい る。 この後 者 の物語 もワー グ

ナー は研究 した。 このよ うに して、新 しい詩 の材料 が全 て一挙 に整 った とワー グナー は証言

してい る(Osborne,92-93)。 こ こに言 う5伽g67々7磁 とは、Spencerに よ ると、すで に引用

したバ ラッ ド㍑認 ηo〃4θ〃zDα肋6%∫67の こ とで、LudwigBecksteinの 本 に再現 されてい る
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こ と はすで に述べ た とお り(Spence,22)。 そ の他 に もワー グナ ーが よ く知 ってい たの は、

JosephvonEichendorff(1788-1857)の 物 語 『大理石像」(Dαs漁7〃zo7∂'14,1819)で あ るこ

と もわか ってい る(Spencer,22)。

(8)ワ ー グナー は もちろんJacob&WilhelmGrimmの 『ドイツ伝 説集』(Z)6%広∫6加S㎎6〃,

1816-18)は 読 んでお り、 この 中でおそ らくタンホイザー とヴ ィーナス の伝 説 を見つ けた と

思 え る(Osborne)。 こ の伝 説 も先述 のバ ラ ッ ド同様、 冒険 好 きの ドイ ツの騎 士 タ ンホ イ

ザーが ヴィーナス 山の洞窟 に至 り、一年 の間ヴ ィーナス と愛 を交わすが、やがて良心の 目覚

めか ら人の世 に戻 ろ うとす る。 ヴ ィーナスに妻 として 自分 の女 を一人与 えるか らここにとど

まるように言 われ るが、 タ ンホイザ ーは、 自分 には妻 としたい女がい るので と言い、聖母マ

リアに助 け を乞 うたので、 ヴィー ナスはやむ な くこれを許す。地上 に出た タンホイザ ーは、

後悔 の念 に急 かれ て、 ロー マ教皇 ウルバ ヌスの も とへ急 ぎ、神 の赦 しを得 よう としたが、

ヴィーナス との こ とを告 白す る と教皇 は 「私が手 に持 っている この枯 れた この杖 が も し青い

芽 を吹 くな らば、お前 の罪 も許 され よう。 それ以外 に許 される見込みは ない」 と、バ ラッ ド

に もあ るの と同 じ文句 を述べ、 タ ンホイザ ーの嘆願 を拒絶 する。 これ を聞いた タンホ イザー

は、「た とえこの世 に もう一年 しか生 きなが らえる ことがで きない運命だ として も、神 があ

われ にお ぼ しめ して下 さる ような悔 い と償 い をしてお きたかった」 と言 って、再 びヴィーナ

スの ところに立 ち戻 る。 この 「一年 …」云 々 も文言 も、上述 のバ ラッ ドの文言 を踏襲 してい

る とみて よい。 タ ンホイザ ーが ローマを発 って三 日目に教皇 の杖 は青い芽 を吹いたので、教

皇 はタンホイザ ーを探 しに使者 を送 ったが 、ついにその行 方 を知 ることはで きなか った。 こ

れ もバ ラ ッド同様の内容であ る。

バ ラ ッ ドにな くてグ リムの 『ドイツ伝説』 にあるのは、 ヴィーナスの洞窟 に戻 った タンホ

イザ ーが妻 を嬰 った とい う事実 と、伝説 の最後 に付 け加 えた次の ような教 訓であ る 「司

祭 なる者 は罪あ る者が繊悔 を申 し出た場合 、邪険 にせず許 してや らねばな らない」(桜 沢正

勝 ・鍛 治哲郎 訳 『ドイ ツ伝 説集』(上 巻、人文 書 院、1987、221頁)。 や がて この教訓 は19

世 紀末 になってWilliamMorrisが 長 編詩7'加Eα7'妨 ・Pα7α4歪ε6に 収め る"TheHillof

Venus"の 中 で見事 な展 開 を見せる ことになる。

(9)ワ ー グナーが参照 した もうひとつの書物 は、明 らか にHeinrichHeine,E16〃z6漁 ㎎爾'67

(1837)(『 精 霊物語』)所 収の ヴィーナス伝説である(Spencer,22)。 ハ イネは、 これを、アル

ニ ム とブ レンターノの 『少年 の魔法の角笛』(隔 π鹿 酌07〃∫)か ら孫 引 き した と、 は っき り
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と述べてい るが、 もともとハ イネが この伝説 を知 った源泉 は、別の ものであ ることにも彼 自

身 『精 霊 物 語 』 の 中 で 言 及 し て い る。 そ の 別 の 源 泉 と は、 コ ル ン マ ン(Heinrich

Kornmann,c.1580-c.1640)の 『ヴィーナスの 山』 とプレ トー リウスの 『ブロック山』 の二

つの書物で ある。ハ イネはヴ ィーナスに関す るい くつかの物語 を紹介 してい るが、その 中に

は、 ローマのあ る大理石 の女神像 の指 に婚約指輪 を指 した ことが もとで、結婚生活 にその女

が現 われ、邪魔 をす るので、司祭 に悪魔払 い をして もらうと、その司祭が死 に到 るとい う物
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